
 

（第２号様式）   
令和６年５月21日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立麻溝台高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①「主体的・対話的で

深い学び」「ＩＣＴ

を活用した授業」等

のさらなる推進を通

じ、ラーニング・コ

ンパスを意識した教

育活動に取り組む。 

②グローバル教育等を

充実させ、将来世界

を舞台に活躍するリ

ーダーを育成する。 

①「主体的・対話的で深い

学び」「ＩＣＴを活用し

た授業」を組織的に推進

し、学習効果について検

証するとともに、適正な

評価につなげる。 

②グローバル教育等を通じ

て、日本や他国の文化に

ついての理解を深めると

ともに、コミュニケーシ

ョン力と世界規模で物事

を考える力を育む。 

① アクティブ・ラーニン

グやＩＣＴ機器を効果

的に活用した授業を推

進し、主体的に学びに

取り組む姿勢を育成す

る。 

②総合的な探究の時間や

グローバル教育を充実

させ幅広い視点に立っ

たものの見方や考え方

を育成する。 

①すべての教員が「主体

的・対話的で深い学び」

「ＩＣＴを活用した授

業」を意識した授業づく

りを行い、適切な評価を

行っていく。 

②総合的な探究の時間や英

検受験、海外研修旅行の

取組みを充実させてい

く。 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①多様性を認め合い、

主体的に行動しなが

ら支え合い助け合っ

ていく力を育成す

る。 

②生徒と信頼関係を深

めながら規範意識を

醸成するとともに、

生徒のウエルビーイ

ングを高めるための

支援に取り組む。 

①生徒が自ら企画・運営を

行う学校行事を確立させ

る等、生徒の主体的な活

動を促進させ、豊かな社

会性やリーダーシップを

育む。 

②日々の生活指導や交通安

全指導等を通じ規範意識

を高めるとともに、生徒

個々の課題改善に向け組

織的に取り組む。 

①生徒が学校行事や部活

動を主体的に計画し、

他者への尊重や協調を

重視しながら充実した

学校生活を送れるよう

支援する。 

②交通安全街頭指導や講

演会を通じて、法律を

理解すると共に事故を

起こさないための知

識・認識を高める。 

①学校行事、部活動におい

て、生徒が主体的に取り

組むことができたか。ま

た、他者を尊重し協調す

ることができたか。 

②登下校における事故件数

の減少と近隣からのマナ

ーに関する苦情等が減少

しているか。 

街頭指導以外の時もル

ールを守れているか。 

     

３ 進路指導・支援 

①系統的・計画的なキ

ャリア教育を充実さ

せ、生徒に将来の夢

や職業観を持たせ

る。 

②生徒それぞれが希望

する進路の実現に向

け、組織的・系統的

な進路指導・支援に

取り組む。 

 

①キャリア教育をよりいっ

そう充実させ、職業に対

する理解促進と職業観を

育成する。 

 

②進路データの分析に基づ

く個別の進路指導を進

め、希望する進路実現に

向け組織的に支援する。 

①総合的な探究の時間に

おいて、キャリア教育

を系統的・計画的に行

うとともに、進路イベ

ント等を通じて生徒に

将来のヴィジョンや職

業観をもたせる。 

②模試等の外部試験を計

画的に実施し、進路実

現に向けた高い意識を

生徒にもたせるととも

①総合的な探究の時間にお

けるキャリア教育を系統

的・計画的に行うことが

できたか。進路イベント

等を通して生徒に将来の

ヴィジョンや職業観をも

たせることができたか。 

②模試の平均点が上昇した

か。得点率の低い課題を

共有し、組織的な課題改

善等につなげるととも

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

に、結果の分析をもと

にした組織的な課題改

善を推進する。 

に、進路希望調査をもと

にした面談等により進路

実現にむけた意識を生徒

にもたせることができた

か。 

４ 地域等との協働 

①地域の教育力を活用

した学びの拡充をさ

らに推進し、多種多

様な生徒の教育ニー

ズに対応していく。 

②本校の魅力と特色等

について外部に積極

的に情報発信すると

ともに、地域交流、

地域貢献を促進させ

る。 

①既存の高大連携校との連

携をさらに深めるととも

に、高大連携校の新規開

拓を行い、学びの場のさ

らなる拡充を図る。 

②学校ホームページ等を活

用し本校の教育活動等に

ついて外部に積極的に情

報発信するとともに、地

域と密接に関わりながら

地域教育力の中核的な役

割を果たす。 

①高大連携講座や出前授

業等を通して高大連携

校との連携をさらに深

めるとともに、生徒の

進路実現に向け、連携

校の新規開拓を行う。 

②各担当グループへ積極

的な呼びかけにより、

学校ホームページを適

切に更新する。 

①高大連携講座や出前授業

等を通して生徒の学びの

場の拡充ができたか。 

②各担当グループに対し、

年度当初や行事等の節目

となる時期に学校ホーム

ページの更新を依頼した

か。 

②本校における学校ホーム

ページの管理・更新に係

るマニュアルを周知し

て、活発に更新されるよ

うな方策をとったか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①すべての教員がスク

ールポリシーに則っ

た教育活動に取り組

み、支え合い助け合

い文化を職場に築き

ながら協働体制を確

立する。 

 

②働き方改革をより一

層進めるとともに、

不祥事防止に努め県

民から信頼される学

校づくりに推進す

る。 

 

 

 

 

①教員間で、「何を学ばせ

るか」「どんな力を身に

付けさせたいか」等につ

いて共通理解を図ること

により足並みを揃え、全

職員で協力しながら日々

の教育活動に取り組む。 

②業務の無理や無駄を洗い

出し、積極的な業務改善

を図りながら働き方改革

を進める。 

 不祥事防止に向けた研修

等をさらに充実させ、生

徒、保護者、県民から信

頼される学校を創る。 

 

①教員一人一人がスクー

ルポリシーを理解し、

教科・学年・グループ

と様々な場面において

職員間で業務の共有や

教育活動に関する議論

を積極的に行う。 

②年間の企画会議・職員

会議の年度当初の日程

設定、グループ・学年

の会議の回数削減、勤

務時間を越えての会議

延長の廃止、業務分担

の改善を徹底してい

く。また、不祥事防止

研修を中心として組織

的な取組みを強化し、

職員一人一人の当事者

意識のさらなる向上に

努める。 

①スクールポリシーに沿っ

た教育活動に関して教員

間で議論し、協働意識を

持つことができたか。 

②会議の減少や効率を図る

ことで、業務改善を行う

ことができたか。また、

職員一人一人が当事者意

識を持ち不祥事防止に取

組み、生徒・保護者・県

民からの信頼を得られる

学校づくりを推進できた

か。 

 

 

     



 

 


